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1. はじめに  

人間文化研究機構（以下，機構）は，2022 年 6 月に

nihuBridge[1]を公開した．nihuBridge は，機構が 2008

年以降公開・開発してきた研究資源共有化システム

（nihuINT） [2]による統合検索機能を一部に引き継ぎ

つつ，新たな機能として，研究成果データの蓄積機能

や DH（Digital Humanities）関係リンク情報集約機能な

どを備えており，機構および連携諸機関が発信する多

様な研究資源情報を共有・活用するためのポータルサ

イトと位置付けられている．  

nihuBridge に 新 た に 備 え ら れ た 機 能 の ひ と つ に

nihuBridge API（Application Programming Interface）が

ある．本稿では，nihuBridge API の位置付け，設計の概

要，ならびに利用例を示す．nihuBridge API は，機構か

ら発信する様々なデータの機械的取得を可能にし，こ

れまでに公開されてきた多くの研究データから新たな

研究や計量分析を行うことを支援する．大学院生や新

たに DH の研究に取り組もうとする研究者をはじめ，

人文学，情報学等の様々な分野で nihuBridge が活用さ

れることを希望している．   

 

2. nihuBridge の構成  
nihuBridge のトップページ（図 1）には，機構のデジ

タル資源全体の“入り口”（ポータル）として，以下の

５つのサービスが示されている：  

1. ６機関データベースリンク：機構所属６機関が

各機関で公開するデータベースの一覧および

アクセスリンク；  

2. NIHU データカタログ：機構本部が公開するデ

ータセットの一覧およびダウンロード機能；  

3. NIHU 研究資源リンク：機構本部が提供する研

究資源情報の一覧およびアクセスリンク；  

4. 大型デジタル資源リンク：機構所属 6 機関が各

機関で運用する大型デジタル情報資源の一覧

およびアクセスリンク；  

5. 統合検索：機構本部および機構所属６機関が公

開するデータベースの統合検索機能．  

この５つのサービスはおおきく２つに大別できる．ひ

とつは，ポータル機能を実現するための，機構本部お

よび所属６機関の公開情報へのリンク集（1., 3., 4.）で

あり，もうひとつは，直接的にデータの検索と提供を

サービスする情報システム（2., 5.）である．  

 

 

図１ nihuBridge のトップページ  

 

3. nihuBridge API 
nihuBridge API は，nihuBridge の情報システムにおけ

る情報資源，すなわち， (1)NIHU データカタログの登

録データセット，ならびに，(2)統合検索の登録データ

ベース，の検索・管理・運用を行うための“計算機向

けインターフェイス”である．Web ページとして用意

された“人間向けインターフェイス”は，プログラム

中で nihuBridge API を呼び出すことで実現されている． 

この２つの情報資源は，それぞれ性格が異なる．

NIHU データカタログの登録データセットは，データ

セットごとに，その内容，フォーマット，利用条件，

クラウド等に保存されたデータセットの実体（ファイ  
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図２ 登録データセットのメタデータの例  

 

図３ 登録データベース（レコード）の  

メタデータの例  

ル）へのリンク，などからなるメタデータが作られ管

理される（図２）．一方，統合検索の登録データベース

は，登録データベースの各レコードに対してメタデー

タが生成され，nihuBridge に登録される（図３）．生成

されたメタデータには，一意名として研究資源 ID が

割り振られる．登録データセットのメタデータは現時

点で 3 件，最大でも数十件程度の想定であるのに対し，

登録データベースのメタデータは現時点で 500 万件以

上あり，データ数の観点からも性格を異にするといえ

る．  

nihuBridge および nihuBridge API の最大の特徴のひ

とつは，この異なる２種類の情報資源を，同一のメタ

データスキーマで扱い，API の呼び出し方も共通化し

ていることである．nihuBridge のメタデータスキーマ

を表１に示す．nihuINT が，スキーマの（他規格との）

互換性ならびに精密化を志向していた [3]のに対し，

nihuBridge では，互換性は考慮しつつも，なるべく簡

潔・単純なスキーマ設計を志向している．これはとく

に登録データベースのデータ登録・更新において，各

機関が管理する登録データベースから nihuBridge メタ

データへのマッピングにかかるコストの低減を図る目

的があった．  

表２に，一般利用者用 nihuBridge API の一覧を示す．

nihuBridge API は Web API の形で提供され，呼び出し

URI は以下の構造を持っている：  

https://api.bridge.nihu.jp/v1/【ドメイン名】/【機能

パス】  

【ドメイン名】は，nihuBridge が扱う２種類の情報

資源を差し，それぞれ，  

NIHU データセット : repository，  

統合検索 : integratedsearch 

である．【機能パス】は，次のいずれかの形をとる：  

1. 【カテゴリ名】 /【機能名】；  

2. 【カテゴリ名】；  

3. 【カテゴリ名】 /【パラメタ】．  

たとえば，統合検索ドメインにおける，研究資源

ID13256078 のメタデータ取得のための呼び出し URI

は上記の 3.の例に相当し，  

https://api.bridge.nihu.jp/v1/integratedsearch/ 

metadata/13256078 

となる．  

 

4. API の利用例  
図４に，Web（ Javascript）から「メタデータ検索 (HIT

数 )」の API を呼び出す例を示す．図５がその実行結果

である．「源義経」を検索文字列として検索を行い，全

体で 382 件ヒットし，ヒットしたデータベース名とそ

の件数のリストが合わせて結果として返されているこ     
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表１nihuBridge のメタデータスキーマ  

フィールド  項目名  データ型  
Dublin Core で

対 応 す る 基 本 記

述要素  

Schema.org で対 応 す

るタイプ  

researchResourceId 研究資源 ID 文字列  identifier identifier 
doi doi 文字列  identifier identifier 
originalId オリジナル ID 文字列  identifier identifier 
status 状態  整数   creativeWorkStatus 
title タイトル  文字列  title name 
alternativeTitle 別タイトル  文字列  title name 
creator 作成者  文字列  creator creator 
contributor 編者・監修者  文字列  contributor contributor 
publisher 所蔵者・組織  文字列  publisher publisher 
subject 主題  文字列  subject about 
keyword キーワード  文字列  subject about 
description 概要・説明  文字列  description description 
dateCreated 研究資源が作られた日  文字列  date dateCreated 
datePublished 登録日  文字列  date datePublished 
dateModified 最終更新日  文字列  date dateModified 
futureUpdates 今後の更新の有無  真偽   (creativeWorkStatus) 
license 利用ライセンス  文字列  rights license 
type 研究データのタイプ  文字列  type genre 
archiveFormat 研究データのフォーマット（全体） 文字列  format encodingFormat 
contentSize 研究データのサイズ  文字列  format contentSize 
encodingFormat 研究データのフォーマット（個別） 文字列  format encodingFormat 
inLanguage 研究データの言語  文字列  language inLanguage 
isBasedOn 元になった資源  文字列  source isBasedOn 
link 研究データ  文字列  relation url 
sampleLink サンプルデータ  文字列  relation  

metadataFields メタデータの項目  文字列    

metadataLanguage メタデータの記述言語  文字列    

relatedLink 関連データ  文字列   relatedLink 
resources 上位の研究資源  文字列  relation relatedLink 
spatial 対象空間範囲  緯度経度範囲  coverage spatial 
temporal 対象時間範囲  日時範囲  coverage temporal 
comment 備考  文字列    

useCases 利用事例  文字列    

operationHistories 作業履歴  文字列   updateAction 
accessCount アクセス状況  整数   interactionStatistics 

 

表２  nihuBridge API 一覧（一般利用者用）  
名称  機能  GET/POST 
メタデータ検索・閲覧  (metadata) 
メタデータ検索  (search) メタデータを検索し、該当する研究資源の一覧を取得  POST 
メタデータ検索 (HIT 数 ) (search-hits) メタデータを検索し、該当する研究資源の集計一覧を取得  POST 
メタデータ取得  （機能名省略，研究

資源 ID を与える ) 
メタデータの１つのレコードを取得  GET 

メタデータ取得  (機能名省略 ) メタデータの１つまたは複数のレコードを取得  POST 

データベース情報【統合検索のみ】  (databases) 
データベース一覧取得  (list) データベースの一覧を取得  POST 
デ ー タ ベ ー ス グ ル ー プ 一 覧 取 得  
(group) 

データベースグループの一覧を取得  POST 

とがわかる．  

「メタデータ検索 (HIT 数 )」の API は，POST 通信に

よる呼び出しであり，検索文字列等のパラメタは，

JSON 形式で記述し，HTTP リクエストのメッセージボ

ディに含めて送信する．  

nihuBridge API は，API としての利便性を高める観

点から，一般利用者用 API については CORS（Cross-

Origin Resource Sharing；オリジン間リソース共有）を

許可しており，利用者が自分で作成した Web ページか

ら nihuBridge API の呼出しが可能となっている．  

一般利用者向け nihuBridge API の利用法についての

詳細は，nihuBridge のページ [4]にある API 仕様書，API

リクエストサンプル，API チュートリアル，python プ

ログラムソース集を参照されたい．  
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図４ Web ページからの nihuBridge API の呼出しの例       図５  図４の実行結果  

 

5．おわりに  
人間文化研究機構の新しい DH ポータルサイト

nihuBridge の“計算機向けインターフェイス”である

nihuBridge API について紹介した．  

研究活動における IT 技術の導入は，大量のデータ

を，人手を介さず，誤りなく処理することによる信頼

性の向上，ならびにプログラム化などの手続きの可視

化による客観性の確保に寄与する．伝統的に人間の介

在する要因が大きい人文学研究の分野においても，こ

れ ら の 利 点 を 生 か し た デ ジ タ ル 人 文 学 (Digital 

Humanities; DH)の進展が強く期待されている．そのた

めには現時点では基礎的な部分，すなわち，機械的処

理に耐える“きれいな”データを大量かつ低コストで

確保すること，あるいは，一つの検索の結果を使って

別の検索を自動的・連鎖的に実行して必要な情報を収

集することなど，人文学研究に資するデジタル研究資

源・研究環境の確立を急がねばならない．nihuBridge は

その一翼となるべく設計・実現されたものであり，た

ゆまぬ検討と改良を経て，一歩ずつ目標に近づいてい

きたい．  

なお，本稿の内容は，じんもんこん 2022 のプレイベ

ントとして開催された第１回人間文化研究機構 DH 研

究会における発表 [5]をもとに再構成したものである． 
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<!DOCTYPE h tml>  
<html  lang=" ja ">  
<head>  
  <meta  charse t= "u t f - 8"  />  
< /head>  
<body>  
  <H3>検索 JSON</H3> 
  <pre  id="query "></pre>  
  <H3>結果 JSON</H3> 
  <pre  id=" resu l t "></pre>  
  <scr ip t  l anguage=" javasc r ip t "  type=" tex t / javasc r ip t ">  
    / /  API「メタデータ検索 (H IT 数 )」の URL 
    le t  ta rge tURL =  "h t tps : / /ap i .b r idge.n ihu . jp /v1 / in tegra tedsearch /metadata /search-h i ts " ;  
    / /  検索 JSON 文字列  
    le t  query_ json =  {  
      "query " :  {  
        "cond i t ions" :  [  
          {  
            "query " :  {  
              " te rm" :  "源義経 "  
            }  
          }  
        ] ,  
      }  
    } ;  
    / /  検索 JSON 文字列を表示  
    le t  query_ json_tex t  =  JSON.s t r ing i fy (query_ json,  nu l l ,  2 ) ;  
    document .ge tE lementBy Id( "query " ) . innerTex t  =  query_ json_tex t ;  
    / /  conso le . log( json_tex t ) ;  
    / /  API 呼び出しオ ブジェクトの生成  
    le t  tes tReques t  =  new XMLHt tpReques t ( ) ;  
    / /  呼び出し成功時の処理  
    tes tReques t .on load =  func t ion  ( )  {  
      / /  結果 JSON 文字列を表示  
      le t  resu l t_ json =  JSON.parse( th is . response) ;  
      le t  resu l t_ json_tex t  =  JSON.s t r ing i f y ( resu l t_ json,  nu l l ,  2 ) ;  
      document .ge tE lementBy Id( " resu l t " ) . i nnerTex t  =  resu l t_ json_tex t ;  
    }  
    / /  呼び出し失敗の処理  
    tes tReques t .oner ror  =  func t ion  ( )  {  
      document .ge tE lementBy Id( " resu l t " ) . i nnerTex t  =  'Cou ld  no t  pos t ' ;  
    }  
    / /  API 呼び出しの 実行  
    tes tReques t .open( 'POST ' ,  ta rge tURL) ;  
    tes tReques t .se tReques tHeader ( ' conten t - type ' ,  'app l ica t ion / json ' ) ;  
    tes tReques t .send (query_ json_tex t ) ;  
  < /scr ip t>  
< /body>  
<html>  


